
第
七
章
　戦
争
の
記
憶 

 

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
は
、
戦
後
八
〇
年

を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

市
で
は
、戦
争
や
戦
時
中
の
生
活
に
関
わ
る
資

料
や
体
験
談
な
ど
の
収
集
・
保
存
に
努
め
て
い
ま

す
。
戦
争
を
体
験
し
た
人
が
少
な
く
な
る
中
、
今

後
そ
う
し
た
資
料
の
重
要
性
は
増
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。 

本
章
で
は
、
粟
野
に
残
さ
れ
た
、
戦
争
の
記
憶

を
と
ど
め
る
場
所
「
口
粟
野
防
空
監
視
哨
」
と

ぼ
う
く
う
か
ん
し
し
ょ
う

平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
「
青
い
目
の
人

形
」
を
紹
介
し
ま
す
。

▲現在の口粟野防空監視哨



粟
野
に
残
る
戦
争
遺
跡
―
口
粟
野
防
空
監
視
哨
― 

 
五
月
に
は
約
二
万
株
も
の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
る
口
粟
野
の
「
あ
わ

の
城
山
公
園
」
は
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
城
山
の
頂
上
に
、
戦
時
中
に
作
ら
れ
た
「
口
粟
野
防
空
監
視
哨
」
の

く
ち
あ
わ
の
ぼ
う
く
う
か
ん
し
し
ょ
う

遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

い

こ

う

 

●
口
粟
野
防
空
監
視
哨 

時
代
は
大
正
か
ら
昭
和
へ
と
移
り
戦
争
の
色
が
濃
く
な
る
に
つ
れ
、
空

襲
へ
の
対
策
（
防
空
）
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
日
中
戦
争
が

ぼ
う
く
う

始
ま
っ
た
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
制
定
さ
れ
た
「
防
空
法
」
で
は
、

軍
隊
に
よ
る
防
空
の
他
、
防
空
演
習
や
灯
火
管
制
等
、
民
間
人
が
行
う

と
う
か
か

ん
せ
い

「
民
防
空
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

み
ん
ぼ
う
く
う

さ
ら
に
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
策
定
さ
れ
た
「
栃
木
県
防
空
計
画
」

で
は
、
県
内
に
四
三
カ
所
の
防
空
監
視
哨
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
防
空
監

視
哨
は
、
敵
機
の
飛
来
を
見
張
り
速
や
か
に
監
視
隊
本
部
に
連
絡
す
る
た

め
の
施
設
で
、
建
物
の
最
上
階
や
山
の
上
な
ど
に
築
か
れ
ま
し
た
。
鹿
沼

市
域
に
は
、
鹿
沼
（
上
野
町
）、
西
大
芦
（
草
久
）、
口
粟
野
の
三
カ
所
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。 

口
粟
野
防
空
監
視
哨
は
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
直
前
の
昭
和
一
六
年

四
月
に
城
山
の
頂
上
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
哨
長
一
名
・
副
哨

長
三
名
の
ほ
か
口
粟
野
在
住
の
青
年
学
校
の
生
徒
か
ら
約
二
五
名
が
任
命

さ
れ
、
一
班
八
名
の
三
班
が
二
四
時
間
体
制
で
任
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

監
視
哨
は
哨
舎
（
見
張
り
小
屋
）
と
立
哨
壕
、
地
下
壕
か
ら
構
成
さ
れ
、

し
ょ
う
し
ゃ

り
っ
し
ょ
う
ご
う

現
在
見
ら
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遺
構
は
立
哨
壕
に
当
た
り
ま
す
。
立
哨
壕

は
音
が
大
き
く
聞
こ
え
る
よ
う
上
部
が
ラ
ッ
パ
形
に
な
っ
た
円
筒
状
の
施

設
で
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
大
人
が
中
に
入
っ
て

立
て
る
ほ
ど
に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
雨
や

雪
を
避
け
る
た
め
八
角
形
の
木
製
の
屋
根
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
学

生
を
含
め
た
哨
員
た
ち
は
交
替
で
、
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
ら
な
い
敵
機
の

飛
来
を
目
や
耳
で
絶
え
ず
監
視
し
て
い
た
の
で
す
。 

敗
戦
に
よ
っ
て
、
防
空
監
視
哨
の
関
係
書
類
は
全
て
焼
却
処
分
さ
れ
た

上
、
哨
舎
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
保
存
に
向
け
て 

一
般
的
に
明
治
以
降
に
起
き
た
戦
争
に
関
わ
る
戦
跡
や
施
設
の
遺
構
等

を
「
戦
争
遺
跡
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
原
爆
ド
ー
ム
」
の
世
界
遺
産
推
薦

の
動
き
や
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
の
文
化
財
登
録
制
度
の
創
設
等
に
よ

り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
戦
争
遺
跡
保
存
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
戦
争
遺
跡
に
は
、
明
確
な
保
護
指
針
が
な
く
、
風
化
や
喪
失

の
加
速
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
、
口
粟
野
防
空
監
視
哨
は
、
戦
争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え

る
遺
構
と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
を
中
心
に
保
存
の
努
力
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）、
口
粟
野
防
空
監
視
哨
設
置
五
十
周
年
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記
念
事
業
委
員
会
に
よ
り
、
監
視
哨
跡
の
記
念
石
柱
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
県
が
刊
行
し
た
『
栃
木
県
の
近
代
化

遺
産
』
で
は
口
粟
野
防
空
監
視
哨
を
含
む
県
内
一
四
件
の
軍
事
関
連
遺
産

が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に

は
、
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
に
よ
り
、
口
粟
野
防
空
監
視
哨
を
含
む
栃

木
県
内
の
軍
事
関
連
六
施
設
が
、「
栃
木
県
の
防
空
関
連
施
設
群
」
と
し
て

選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

せ
ん
し
ょ
う
ど
ぼ
く
い
さ
ん

こ
う
し
て
戦
争
遺
跡
と
し
て
の
評
価
が
進
む
と
と
も
に
、
誘
導
路
の
整

備
な
ど
、
保
存
と
活
用
を
図
る
た
め
の
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
地
道
な
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

《
参
考
文
献
》 

口
粟
野
防
空
監
視
哨
設
置
五
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
『
口
粟
野
防
空
監

視
哨
記
念
誌
』
一
九
九
一
年 

栃
木
県
教
育
委
員
会
『
栃
木
県
の
近
代
化
遺
産
』
栃
木
県
、
二
〇
〇
三
年 

      

    

▲当時の口粟野防空監視哨（『口粟野防空監視哨記念誌』より転載）
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平
和
の
使
い
　青
い
目
の
人
形 

 
現
在
、
粟
野
小
学
校
の
昇
降
口
の
脇
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
二
体
の
人
形

が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
日
本
人
形
、
も
う
ひ
と
つ
は
西
洋
人
形

で
す
。
こ
の
二
体
の
人
形
は
、
か
つ
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
間
で
行
わ
れ

た
戦
争
の
中
で
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し
た
。 

 

●
平
和
は
子
ど
も
た
ち
の
交
流
か
ら 

昭
和
の
は
じ
め
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
間
に
は
緊
張
が
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
か
ら
移
住
し
た
日
系
人
た
ち
の

排
斥
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
発
が
大
き

は
い
せ
き

く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ド
ニ
ー
・
Ｌ
・
ギ
ュ

リ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
世
界
児
童
親
善
会
は
、
子
ど
も
同
士
が
理
解
し
合

う
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
、
ひ
な
祭
り
に
合
わ
せ
て
日
本
の

幼
稚
園
や
小
学
校
に
人
形
を
送
る
こ
と
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
日
本
側
で
協
力
し
た
の
は
晩
年
の
渋
沢
栄
一
で
し
た
。 

し
ぶ
さ
わ
え
い
い
ち

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
一
万
二
〇
〇
〇
体
を
越
え
る
人
形
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
海
を
渡
っ
て
横
浜
に
上
陸
し
ま
し
た
。
人
形
の
購
入
費
は
募
金
で

ま
か
な
わ
れ
、
衣
装
は
ア
メ
リ
カ
の
少
女
た
ち
の
手
作
り
で
し
た
。
人
形

た
ち
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
旅
行
切
符
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
手
紙
を
携
え
て
い
ま
し
た
。 

　た
く
さ
ん
の
人
形
は
「
青
い
目
の
人
形
」
と
呼
ば
れ
て
、
日
本
各
地
で
大

い
に
歓
迎
さ
れ
ま
す
。
日
本
か
ら
は
お
返
し
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
各
県

か
ら
市
松
人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

●
栃
木
県
に
来
た
青
い
目
の
人
形
た
ち 

栃
木
県
に
は
二
一
三
体
の
人
形
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
の
鹿
沼
市
に

は
、
粟
野
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
（
粟
野
小
学
校
）
の
他
に
、
鹿
沼
尋
常
高

等
小
学
校
（
中
央
小
学
校
）・
西
大
芦
高
等
小
学
校
（
閉
校
）・
久
我
尋
常
高

等
小
学
校
（
閉
校
）
な
ど
に
も
人
形
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
久
我
小
学
校
で

は
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
と
き
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

粟
野
小
学
校
に
は
、
当
時
粟
野
小
学
校
に
通
っ
て
い
て
、
戦
後
に
同
校

の
校
長
に
な
っ
た
谷
中
嘉
雄
が
、
当
時
を
思
い
出
し
て
書
い
た
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
谷
中
氏
が
小
学
一
年
生
だ
っ
た
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）、
全
校
集
会

で
青
い
目
の
人
形
が
ス
テ

ー
ジ
に
飾
ら
れ
て
、
全
校
児

童
で
野
口
雨
情
作
詞
「
青
い

う
じ
ょ
う

目
の
人
形
」
を
歌
っ
た
と
い

い
ま
す
。
人
形
が
や
っ
て
き

て
二
年
が
過
ぎ
て
い
ま
し

た
が
、
大
切
に
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。 

▲久我小学校の児童と青い目 
の人形
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ち
な
み
に
こ
の
と
き
に
は
す
で
に
日
本
人
形
が
一
緒
の
箱
に
入
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
日
本
人
形
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
人
で
は
か
わ
い
そ
う
な
の
で
友
達
と
し
て
用
意
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

●
「
鬼
畜
米
英
」
の
シ
ン
ボ
ル 

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
友
好
を
願
っ
て
贈
ら
れ
た
人
形
た
ち
で
す
が
、
昭

和
一
六
年
（
一
九
四
一
）、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
開
戦
し
、
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
青
い
目
の
人
形
は
、

「
鬼
畜
米
英
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
竹
や
り
で
突
か
れ
た
り
、
焼
か
れ
た

き
ち
く
べ
い
え
い

り
し
て
多
く
が
処
分
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

栃
木
県
内
の
青
い
目
の
人
形
の
多
く
も
失
わ
れ
、
現
在
、
県
内
に
は
六

体
し
か
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
鹿
沼
市
に
は
、
粟
野
小
学
校
と
中
央
小
学

校
の
二
体
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
持
っ
て
い
た
は
ず
の
旅
行
切
符
や
パ
ス

ポ
ー
ト
、
手
紙
な
ど
は
無
く
な
っ
て
い
て
、
彼
女
た
ち
の
名
前
は
分
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

●
平
和
の
使
い 

粟
野
小
学
校
の
青
い
目
の
人
形
と
日
本
人
形
は
、
戦
争
中
、
校
舎
二
階

の
暗
室
と
呼
ば
れ
た
準
備
室
に
移
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
戦
後
に
な
る

と
人
形
は
応
接
室
に
置
か
れ
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
校
舎
が
改
築

さ
れ
る
と
校
長
室
に
移
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）、
校
長
と
し
て
粟
野
小
学
校
（
当
時
は
粟
野

第
一
小
学
校
）
に
戻
っ
て
き
た
谷
中
氏
は
、
校
長
室
の
戸
棚
の
上
に
置
か

れ
て
い
た
青
い
目
の
人
形
を
見
つ
け
、
そ
の
意
味
と
来
歴
を
全
児
童
に
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
め
て
「
メ
リ
ー
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
、
か

つ
て
の
よ
う
に
全
校
児
童
で
「
青
い
目
の
人
形
」
の
歌
を
歌
っ
て
お
祝
い

を
し
た
と
い
い
ま
す
。 

　そ
れ
以
来
、
青
い
目
の
人
形
メ
リ
ー
は
、
粟
野
小
学
校
で
大
切
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
青
い
目
の
人
形
は
、
悲
し
い
歴
史
と
と
も
に
。
未
来
へ
の
希

望
を
今
も
私
た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

          
《
参
考
文
献
》 

武
田
英
子
編
『
写
真
資
料
集

　青
い
目
の
人
形
―
日
米
友
情
の
人
形
交
流

の
記
録
』
山
口
書
店
、
一
九
八
五
年

▲粟野小学校の青い目の人形メリー

と日本人形（金子輝子撮影）
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